
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル リハビリに力を入れるデイサービスセンター「げんき」の運営 

ＪＡ名 北群渋川 （群馬県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

2025 年には団塊の世代が 75 歳以上になり、介護保険事業の利用も大幅に増加

することが見込まれます。これを見据えて、当ＪＡでは、管内２カ所目となるデ

イサービスセンター「げんき」を開所しました。  

２ 概要 「げんき」は、“元気な、若い時の自分を取り戻すお手伝い”をスローガンに、

リハビリに重点を置く施設です。 

理学療法士を配置することにより、専門的なリハビリが受けられるほか、個々

に入浴や運動ができるようにして、一人一人の自由度を高めていくこととしてい

ます。 

施設は、ミニデイが開催できる多目的施設や人工芝のグランドゴルフ場のほか、

散歩の途中に立ち寄ったり、待ち合わせにも利用可能な喫茶室も設けています。 

３ 成果 

（効果） 

現在 20名の利用があり、利用者からは「とても綺麗な施設で元気がもらえて楽

しく、若返ります。」といった意見が聞かれ、毎日の生活の張り合いとして利用さ

れています。 

４ 今後の

予定（課題） 

当施設等の利用を促進していくことにより、“元気な、若い時の自分を取り戻す

お手伝い”を行っていきます。 

併せて、地域住民の憩いの場として、更なる利用者の拡大を図っていきます。 

 

    
 

    

 

【デイサービスセンター「げんき」外観】     【グランドゴルフ場】 

【施設内部】                    【利用者の様子】 


